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学びの成果をビデオに残す試み

1. はじめに

教育のデジタル化には、従来から行われている教

授法をデジタルツールを使って「効率化」するとい

う方向性と、これまではやりたくてもできなかった

こと、つまり「ICTツールの登場で初めてできるよ

うになった］」教授法・学習法を開発するという方

向性がある。 ドイツ語を担当する筆者が ICTツー

ル登場以前にはやりたくてもできなかったことは、

学習者が

1. 自分の声と姿を客観的にみること

2. 自分の発音の良し悪しを自分で確認すること

3. 末知の単語の発音を「音」で確認すること

であった。数年飢までは不可能だと思われていたこ

れらのアクティビティが、スマートフォンのアプリ

を使って手軽に実現できるようになっている。

本稿では、学習者の声と姿をビデオに記録し共有

するためのツール「Flipgrid」の使い方と活用事

例、ビデオ撮影に対する学生の反応を紹介する。

2. 自分の声と姿を客観的にみるためのビデオ撮影

筆者は、大阪大学で行うドイツ語授粟では教室に

配備されている iPadを貸し出し、 1人 l台利用でき

る環境で授業を実施している。一方、大阪大学以外

のクラスでは、学生のスマートフォンを利用してビ

デオ撮影や発音練習などを行っている。

2017年春夏学期までは、デバイス標準のカメラア

プリを利用してビデオ撮影を行い、 YouTubeにアッ

プロードして学習成果を共有していたが、 2017年秋

冬学期以降は、 Flipgridと呼ばれる教育用のビデオ

共有 SNSを利用している。

1 
Ruben R. Puentedura SAMRモデル参照．

http ://hippasus.com/rrpweb log/ 

岩居弘樹（大阪大学サイバーメディアセンター）

ビデオ撮影という活動は、

・学習内容の記録

・ 学習成果の発表と共有

・学習成果の観察と振り返り

を目的としている。例えば大阪大学で筆者が担当す

るドイツ語クラスでは、ほぼ 5週に一回の割合で

学習したドイツ語表現を元にしたミニドラマのシナ

リオを作成し、ビデオを撮影している。また 2017年

秋冬学期からは、 Flipgridを活用してドイツの大学

で日本語を学ぶ学生とビデオでの交流を始めた。さ

らに、 2018年度より始めた「複言語学習のすすめ」

では、学生所有のスマートフォンを利用して学晋内

容をビデオに収録し、 Flipgrid上に蓄積している。

3. Fl ipgr idの概要

3. 1特徴

Flip gridは教育用に特化された動画共有サービ

スで、 2018年 6月に Microsoftに買収され、有償で

あったサービスがすべて無償で提供されるよう

になった2。Flipgridは以下のような特徴を持ってい

る：

・学生にユーザー登録の作業は発生しない

・ ビデオ撮影からアップロードまで 1つのア

プリで完結している

・基本的に部外者は閲覧できない

• 独自のループリック評価指標を設定できる

3. 2 Gr idの設定（教師が最初に行う設定）

Flip gridを使用する際には、 Gridの設定を行う必

要がある。 Gridは、オンライン上のひとつのコミュ

ニティ、あるいはクラス掲示板に相当する。

2 Flipgridは買収後、 EU一般データ保護規則への対応を含む大

幅な改修が行われた。本稿では 2018年 8月 15日段階のサービ

スをもとに紹介する。
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はじめに、コミュニティのタイプを選択する（図 1)。

学校全体で Microsoftや Googleのサービスを利用し

ている場合は「MyClassroom or School」

を設定して配布する場合には「StudentID# list」を、そ

を、学生 ID

の他の場合は

name (クラス名）

図 l

「PCLsand Public Grids」を選び、

とFlipCodeを入力する。
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新しい Topicを設定する際には、

きるビデオの長さを 15秒から 5分まで 8段階で設

定できる。 デフォルトでは 1分 30秒となっている。

Topic設定の際には、

Privacyに注意する必要がある

アップロード

Section 2 of 7 

（図 3)

の Topic

Video 

Moderationをオンにしていると、アップロードされ

たビデオをモデレータ（＝教師）が許可しない限り

公開されない。つまり、学生がビデオ撮影してアッ

プロードしても、学生のアプリ側には表示されな

いため、学生に混乱が起きる。特に間題なければオ

フにしておくことをお勧めする。

Sec:,on 1 o! 7 

Topic Privacy 

Flip Codeは任意に設定できる。

Video Mode『atlon

If videos are moderated, you must approve them t 

others 

~ 

「PCLsand Public Grids」を選択した場合、次にパ

スワード設定の画而が現れる。 パスワードを設定し 図 3

ない場合は、 FlipCodeのみでアクセスできるように

なる3。パスワードの設定の有無にかかわらず、 ビ
Section 7 of 7 

VideoModeration設定

では CustomFeedbackとして独

デオアップロードの際にはメールアドレスの入力

が求められる。

3. 3 Topicの設定

次に Gridの中に Topicを設定する。授粟の課題

やディスカッションのテーマごとに Topicを作成

し、学生は Topicの中にビデオをアップロードす

ることになる。 Topicが「Active」に設定されている

時は閲覧と動画の提出ができ、

閲覧のみ、 「Inactive」

ない状態となる

4Topics mm 

の場合は教師以外には見え

（図 2)。
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図 2Grid内の Topic一覧画面

自のルーブリックを設定することができる

4)。設定されたループリックの項目は、他の Grid

や Topicでも利用できる。
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図 4ルーブリック設定画面

3.4複数の教員を登録する (CoPilot) 

4.1で述べる「ドイツの大学の日本語クラスとの

交流」 のようなケースでは、複数の教員を登録す

る必要が出てくる。 Flipgridでは、 Gridごとに複数

の教員を

る

「Copilot」

（図 5)。
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として登録することができ

登録された教員は、 当該 Gridの中

ではメインの教員と同じ操作ができる。

3クラス以外の不特定の参加者と交流する場合などはパスワー

ト‘なしを選ぶとよい。
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3.5学生の操作

学生はFlipgridアプリを使って作業をする（屈

6,7)。アプリは iOS、Android、Windowsの 3種類

が用意されている。アプリを開き教師が設定した

Flip Codeを入力するか、 QRコードを読み込めば

指定したクラスに参加できる。パスワードを設定し

ている場合は、パスワードの入力が求められる。

Topicを選んで＋のアイコンをタップするとビデオ

撮影の画面になる。 8/13現在のバージョンでは、撮

影したビデオのトリミングができ、さらに追加でビ

デオ撮影ができるようになっている。また別のアプ

リで撮影したビデオをインポートすることもできる。
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図 6スマホアプリ画面(1)
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3.6提出されたビデオに関する各種データ

4. FI i pg ridを使った授業

4. 1 ドイツの日本語クラスとの交流

2017年度秋冬学期から、 ドイツ・ルール大学の日

本語クラスとのビデオ交流を行なっている 4。この

交流は、 ドイツ語と日本語による自己紹介ビデオと

それに対する返信ビデオから始まり、趣味や文化・

食生活についての質問・プレゼンテーションビデオ

の交換へと進んでいった（図 8)。初の試みで、自

己紹介以降は十分に「交流」できたとは言えないが、い

くつか目をみはる成果があった。

ドイツと日本には 7~8時間の時差があり、授業中

に Skypeなどを用いて交流することは不可能であ

ったが、 Flipgridを利用することで、相互にビデオ

によるメッセージの交換が実現できた（図 9) 。

アルタイムでの交流とは異なり、メッセージを繰り

返し聴いたうえで返信を送ることができる。日本側

の学生たちは、 ドイツ語のメッセージをなんども再

生して聞き取ろうとし、どのように返信するかを考え、

リハーサルを重ねてビデオを撮っていた（図 10)。

また、数十人のドイツ語話者の発音を手元で聞くこ

とができるという環境は、これまでには考えられな

かった大きなメリットであった。
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屈 8 ドイツの大学との交流ページ

各 Topicの「ExportData」から、提出されたビデ

オの一覧およびビデオの長さ、閲覧数、ルーブリッ

ク評価の記録などを csvでダウンロードできる。提

出されたビデオ自体もダウンロード可能である。

4ルール大学で日本語クラスを担当されている NanaoTakahashi 

先生、 KwnikoHanada先生、 Riete Kamp先生にご尽力いただい

た。
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図 9 ドイツ語と日本語による自己紹介ページ

◎ 

図 10自己紹介ビデオ

画面下には日本側から返信ビデオが並んでいる

4.2 「複言語学習のすすめ」での活用

「複言語学習のすすめ」は、藍野大学医療保健学

部5で 2018年度前期より始めた外国語科目である。

今年度は受講生 90人を 3グループに分け、 ドイ

ツ語、インドネシア語、韓国語の 3言語を 5回ずつ

ローテーションして学習し、それぞれの言語で自己

紹介や簡単な会話ができるようになることをめざ

した。ここでは毎回学習した表現をビデオに

撮影して Flipgridに記録した。また、各言語 5回

目にはグループでの対話ビデオと、個別にどれだけ

の表現を覚えたかを記録に残した（図 11)。

この授業では、学生所有のスマートフォンを使っ

て、 Flipgrid、ロイロノートスクール6、Quizlet7、

Showbiざなどさまざまなオンラインツールを利用し

た。ときどき通信容量の制限やバッテリー残量の不

足で自分のスマートフォンが使えないという学生も

いたが、用意していた貸出機を貸与することで対応

することができた。執筆段階では成績やアンケート

の集計などは終わっていないが、 9割以上の学生が

毎回ビデオを提出していた。また自己所有のスマー

トフォンを利用することに対する反対意見や苦情な

どもなかった。
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図 11 「複言語学習のすすめ」の Grid

5. 学生のアンケートから

ビデオ撮影というこれまでに経験したことのない

アクティビティに対して学生たちはどのような感想

をもっているだろうか。大阪大学のドイツ語クラス

で実施したアンケート調査（履修者 90人有効回答

5 
http:/ /univ.aino.ac.jp 

6 
https:/ /n. loilo.tv/ja/ 

7 
https://quizlet.com/ 

8 
http:/ /showbie.com/ 
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82件）では、ビデオ撮影を用いた「話す」技能のトレ

ーニングがドイツ語学習を頑張ろうと思うきっ力、 楽しかった

けとなったと考える学生が 72%にのぼった。 （図

12)またビデオ撮影が役立ったポイントは、ドイツ

語を覚えられること (35人 42.7%)、会話・発音の

トレーニング (34人、 41.5%)、文法理解・語彙習

得 (21人、 25.6%)であった。さらにビデオ撮影の

どこが楽しいかたずねたところ、グループでの活

動・友達との協力をあげた学生が 31人 (37.8%)

で最も多く、考える・行動する・声に出すという点

が 18人(22%)、達成感をあげた学生が 16人(19.5%)

であった。

ビデオ撮影

Quizletや Kahootなどのゲーム

グループのメンバー

教師のキャラ

シナリオ作成

グループ活動中心の授業

音声認識を使った発音練習

他のグループのビデオ

Quizletでの自習

今日のひとこと

図 12 ドイツ語学習を頑張ろうと思ったきっかけ

ドイツの大学生との交流については、 「楽しかっ

たか」 「ドイツ語学習の役に立ったか」 「交流を継

続したいか」に関して 9点満点で調査したところ、

4分の 3近くの学生が「楽しかった (7点以上）」

と答え、 3分の 2の学生が「交流を継続したい」と

回答した。一方「役に立った」という回答は半数を

少し超える程度にとどまっていた。自己紹介以外に

十分な交流ができなかったことが大きな原因である

と思われる。 （図 13)

役に立った

I I 

010 25% 50% 00 

屈 13 ドイツの大学生との交流について

自由記述による感想の中には

• 他の授業を考えると集中しなければならない

授業でした。でもその分ほかの授業に比べて明

らかに記憶に残る授業でした。初めて習う言語

で動画撮影を行うというハードルが裔く感じ

られる内容でしたが、笑いながらできてとても

楽しかったです。

• 自分のビデオを見て、意外な所を間違っていた

り、自分では言えているつもりだったところが

間違っていたり、口があんまり開いてなかった

りと色々発見がありました。今度は、鏡の前で

練習します。

といった記述も見られた。

このようにビデオ撮影という目標が学習の動機付

けになり、記憶の定菅、文法や語彙習得、さらには

自分自身の学習の振り返りにも役立っていることが

わかる。

6. おわりに

ビデオは必ずしも授業中に撮影する必要はない。

学生のスマートフォンを刹用した授業では、授粟後

に撮影しているケースも数多く見られる。授業直後

の撮影は「学習内容の記録」となり、授業直後でな

く次の授業の直前の撮影であっても「飢回の復習」

として機能する。授業中のスマートフォン刹用をどこ

までコントロールするかは別途議論の必要がある

かと思われるが、学習成果をビデオに記録すると

いう観点で言えば、学生のスマートフォンの活用は

有効であろう。
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